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終末主日 説教 「主の御許に」要旨 
                           牧師 黒田直人 

日本キリスト教団藤沢教会 2022 年 11 月 20 日  

マタイによる福音書 13：36-43

希望の中に待ち望む 

 終末主日を迎え、教会の暦では 1年で最

後の主日を迎えました。カトリックでは、

この日を「王であるキリストの日」と言っ

ておりますが、それは、「終末」というも

のが王であるキリストを迎える時でもある

からです。そして、終末主日を迎えた私た

ちも、これについては同じ考え方をしてい

ます。なぜなら、終わりとは、王であるイ

エス様から離れ、迎えるものではないから

です。それゆえ、それは、始まりについて

も同じことが言えます。私たちにとっての

始まりとは、お迎えした王であるキリスト

と共に始められるものであり、私たちが主

を待ち望むアドヴェントを過ごす中でイエ

ス様をよりいっそう間近に感じるのはそれ

ゆえのことでもあるのです。 

 このように、私たちにとっての始まりと

終わりは、王であるキリストを離れて、も

たらされるものではありません。教会暦は

そのことを私たちに明らかにしてくれてい

るわけですが、このことはつまり、私たち

にとっての時間というものは、単に過去か

ら未来へと、私たちとはまったく無関係に

流れゆくものではないということです。そ

して、そこで大事なことは、イエス様と共

に刻む私たちの時間は、このイエス様ゆえ

に無秩序なものではないということです。

私たちがその物事の捉え方、その生活様

式、生き方など、私たち自身に関わるすべ

てのものについて、大きな影響を受けるの

はそのためです。 

 このように、私たちが生まれてから御許

に召されるその時までの時間は、つまり、

私たちがこうして生きているということの

すべてはイエス様から離れるものではない

がゆえに、イエス様に支えられ、養われ、

私たちの人生、私たちの命は大きな意味を

持つことになるのですが、従って、その中

で養われる私たちの時間的な感覚というも

のは、何かに追われ、追い立てられるよう

なものではありません。どうしよう、どう

しよう、と慌てふためくものでは決してな

く、キリストゆえに秩序だったものとな

り、そして、そのことを体感的に、経験的

に教えてくれているのが教会の暦でもある

のです。それは、私たちにとっての時間と

いうものが、共にあるキリストに導かれ、

伴われるものであるからです。 

 

希望の中に 

 ですから、そう考えるなら、終わりの

日、私たちが王であるキリストを迎えると

いうことは、私たちにとってはまったく未

経験なものではありません。なぜなら、私

たちが主の日と呼んでいる日曜日はイエス

様の復活を記念するだけでなく、私たちが

繰り返し、何度も、こうして一週間の始ま

りである主の日の礼拝へと招かれているよ

うに、私たちが今この時感じているそのま

まの思いをもって迎えるものが王であるキ

リストを迎えるその時でもあるからです。

私たちが終わりの日を迎えることについて

慌てふためく必要がないのはそれゆえのこ

とでもありますが、このように、終わりの

日に王であるキリストを迎えるということ

は、私たちにとっては毎週毎週知らされて

いることであり、また経験していることで

もあるのです。それゆえ、主の日から主の

日へと導かれつつ歩んだこの一年は、主の

日の度ごとに抱いた私たちのその思いから

離れるものではありません。仮に私たちが

今様々な思い煩いや憂いをその心に秘めて

いたとしても、そのことを理由に私たちの

将来が閉ざされることはありえないからで

す。なぜなら、その私たちと共にあるお方

とはどなたなのでしょうか。私たちは終わ

りをどのように迎えるのでしょうか。私た

ちがイエス様の御前にあって、今この時、

どのような思いをその心に秘めていたとし

ても、イエス様はそのすべてをご存知の上

で、私たちをこうしてこの栄光に満ちた場

所に招いてくださっているのです。礼拝に

招かれるということはそういうことであ

り、だから、悔い改めつつ始まる新たな歩

みは、仮に私たちがこの先のことに対して
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何を思おうとも、イエス様が共にいますと

いうこの一点において、その将来は確実に

開かれていくのです。それが私たちの信仰

であり、そして、私たちがこの希望を見失

わないからこそ、私たちはこの信仰の姿勢

を保つことができるのです。 

 ですから、これについては、この日の御

言葉の中でも、イエス様がはっきりと仰っ

ていることです。最後のところで、「その

時、正しい人々はその父の国で太陽に輝

く」とイエス様がこう仰るように、終わり

の日に約束されているその輝きとは、そこ

に至るまでの私たちの「正しさ」ゆえのも

のでもあるからです。それゆえ、イエス様

が共にあるがゆえに、それはこの時も私た

ちには約束されているのであり、まただか

ら、私たちの信仰も、その信仰の姿勢も、

信仰を持って生きる私たちの生き方、その

時間の過ごし方のすべてが、私たちがこの

約束のうちに止まるからこそ、より確かな

ものとされていくのです。この一年、私た

ちが与った数々の恵みは、私たちがそうい

う時を刻む者でもあるからです。ただし、

それは、だから、すべてが思い通り、考え

通りに運んだということではありません。

個人的な事柄についても、教会という交わ

りについても、すべてが願い通り、思い通

りに運んだわけではないからです。そし

て、この思い通りにならないという点にお

いては、私たちは世の人々と何ら変わるも

のではなく、それゆえ、私たちは恵みの

日々を過ごしながらも、世の人々と同じよ

うに思い煩いの日々を過ごすものでもある

のです。それは、私たちが終わりの日の輝

きのうちに置かれながらも、終わりの日が

いまだ訪れたわけではないからです。 

 

中間時を歩む 

 このことはつまり、終わりの日が確実に

訪れることを知らされながらも、はっきり

としたことは、私たちにはいまだ分かって

はない、そういう中間時を歩んでいるのが

私たちであるということです。ただ、その

ことを誤魔化さず、まっすぐ私たちに伝え

てくれているのが共にあるイエス様でもあ

るのです。そこで、イエス様が仰ったこと

が次のことです。「良い種を蒔く者は人の

子、畑は世界、良い種は御国の子ら、毒麦

は悪い子らである。毒麦を蒔いたのは悪

魔、刈り入れは世の終わりのことで、刈り

入れる者は天使たちである」と、弟子たち

に対し、イエス様は群衆に語った毒麦の譬

えをこのように説明するのですが、イエス

様が弟子たちにこう説明するのは、次のこ

とが終わりの日に起こることになるからで

す。「だから、毒麦が集められて火で焼か

れるように、世の終わりにもそうなるの

だ。人の子は天使たちを遣わし、つまづき

となる者すべてと不法を行う者どもを自分

の国から集めさせ、燃えさかる炉の中に投

げ込ませるのである。彼らはそこで泣きわ

めいて歯ぎしりするであろう」と、未だ隠

されている終わりの日の真実をこのように

語るのです。ただ、それについては私たち

は心配には及びません。イエス様が弟子た

ちに隠れたところでこっそりとこの真実を

語っているように、私たちはイエス様につ

いて行くだけの群衆とは違うからです。 

 ところが、心配するには及ばないはずの

その私たちが終わりという言葉を耳にし

て、心穏やかでいられなくなるのはどうし

てなのでしょうか。それは、真実を聞かさ

れながらも、終わりの日がまだ訪れたわけ

ではない以上、二つの可能性があるからで

す。耳元で「本当に」「大丈夫」と囁かれ

ると、たちまちのうちに不安に駆られてし

まうのはそのためです。また、それだけで

はありません。本来は焦ったり、慌てふた

めいたりする必要がないのが私たちである

はずなのです。ところが、その私たちが焦

り、慌てふためき、もうダメだとそう思っ

てしまうのはどうしてなのでしょうか。し

かも、そう思ったのは一度や二度ではあり

ません。これまで何度そういうことがあっ

たかと思うのです。それは、自分の考えた

とおり、思ったとおりに物事が運ばないこ

とが度々であったからです。そして、その

度に私たちは自信を失うことにもなったの

ですが、弟子たちにとって、その最大のも

のがイエス様の十字架の出来事でもありま

した。それは、イエス様の十字架は、弟子

たちにとっては考えられない、考えたくも

ないことであったからです。こうして弟子

たちは自信を失うことになったのですが、
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ですから、イエス様から終わりの日につい

て知らされても、本来であれば、安心して

いいはずの私たちが、もしかしたら自分も

と、ついそんなことを考えてしまうのは、

自信を持とうとして持ち得なかった弟子た

ちと同じであるからです。 

 しかし、それにしてもそのイエス様が弟

子たちと群衆とを分けて捉えているのはど

うしてなのでしょうか。それは、「正しい

人々はその父の国で太陽のように輝く」と

イエス様が仰るように、そこには確かな違

いがあるからです。ただ、そのはっきりと

した確証が得られない今、イエス様がどれ

だけ真実を語ったとしても、言葉だけに安

心できないのが弟子であり、私たちでもあ

るのです。そして、私たちの心にそのよう

に暗い影を落とすのは、十字架という想定

外の出来事を経験したからです。いみじく

もそのことを明らかにしたのがイエス様の

一番近くで、多くの時間を過ごしたペトロ

でありました。イエス様が裏切りを予告

し、ペトロは強く否認したにもかかわら

ず、結果はイエス様の仰るとおりであった

からです。しかし、それにも関わらず、甦

りのイエス様によって赦されているのが私

たちでもあるのです。終わりの日の真実が

明らかにされているのはそれゆえのことで

もありますが、けれども、すべてが明らか

にされるのは終わりの日を待たなければな

りません。つまり、どうなるかも分からな

いまま、終わりまでを歩み続けなければな

らないのが私たちであるということです。 

 ですから、そこには様々な課題が置かれ

ます。生活全般のことだけでなく、健康面

のこと、経済的なこと、また、教会だけが

私たちの居場所であるわけではありませ

ん。私たちは教会の人たち以外の様々な人

たちと関わらなければならず、それゆえ、

社会の一員として私たちは様々なことを求

められることにもなるのです。終わりまで

を歩むということは、そうした一つ一つの

課題に私たちが答えていかなければならな

いということなのです。そこで、そうした

課題に答えつつ私たちの思うのです。それ

は、イエス様に喜ばれているのだろうかと

いうことです。それは、私たちがイエス様

から真実を知らされながらも、いや、知ら

されているからこそ、真実にふさわしく歩

んでいるとの確信が持てずにいるからで

す。不安になり、疑いを抱いてしまうのは

そのためでもありますが、ただ、イエス様

が仰る真実を知ることがなければ、そんな

心配を抱く必要もありませんでした。けれ

ども、皮肉なことに、明らかにされたその

真実ゆえに、私たちは不安や疑いを大きく

していっている、信仰ゆえの恵みが大きい

一方で、このように他の人たちよりも不安

と疑いを大きくしているのがイエス様と共

に歩む私たちでもあるのです。 

 では、私たちの信仰とは、痩せて貧しい

ものなのでしょうか。もし、私たちの信仰

がそのような痩せた宗教観しか持ち得ない

ものであるとしたら、私たちはどうなって

しまうのでしょうか。また、そもそものと

ころで、私たちが信仰の豊かさを知らされ

ながらも、その一方では痩せた信仰、宗教

観しか持ち得ないとしたら、その行き着く

先はどこなのでしょうか。ここでのイエス

様のお言葉は、そんな確信を持ち得ない私

たちに対するダメ出しをしているようにも

思えるのですが、そうなると、炉に投げ込

まれ、泣きわめき歯ぎしりすることになる

のが私たちということなのでしょうか。も

しそうであるなら、私たちは終わりという

ものに期待や希望を抱くことなどできませ

ん。時折耳にする、終わりについてはでき

るだけ触れないようにしておこう、終わり

は縁起の悪いことだから、余り言葉にしな

いようにしよう、そういう消極的な声は将

来に対する期待や希望が失われているから

なのでしょう。ただ、もちろん、それが間

違った信仰理解であることは、私たちにも

十分すぎるほど分かっていることです。こ

うして私たちは世の人々と同じように、世

間に埋没していくことにもなるのですが、

けれども、十字架の出来事が弟子たちと群

衆、世の人々が一緒になってもたらされた

ように、そうなることはイエス様にも分か

りすぎるくらい分かっていることでした。

ならば、弟子たちと群衆を分ける理由はど

こにあるというのでしょうか。 

 

貧しい信仰ゆえに 

 ここでイエス様が仰っていることは世の



4 

終わりについてでありますが、その真実を

伝えるためにイエス様は弟子たちと群衆と

を区別しているのです。ただ、群衆も弟子

たちも、罪人であるという点では皆同じで

す。それゆえ、この同じところから真実を

聞いていこうとする時、そこで想定される

結論は一つです。しかし、にもかかわら

ず、イエス様は弟子たちと群衆を区別する

のです。それは、弟子たちのことをあげつ

らうためではありません。罪というこのど

うしようもないものを私たちは自分の力で

克服することなどできないからです。それ

は、罪とは私たちの一部であり、私たちそ

のものでもあるからです。私たちが御国か

ら閉め出されるかも知れないと思ってしま

うのはそのためです。しかし、その私たち

とイエス様は共にいてくださっている、イ

エス様と共に多くの時間を過ごす中でそれ

を知らされているのが私たちでもあるので

す。そこで私たちは経験するのです。イエ

ス様の憐れみ、イエス様の慰め、イエス様

の癒やしを時間を共にする中で経験し、イ

エス様が私たちと離れずに共にあることを

知るのです。従って、終わりとは、私たち

にとっては将来の分けの分からないことで

はありません。今この時のことであり、そ

れは、イエス様ゆえにその永遠の交わりの

中に置かれているのがイエス様の弟子であ

る私たちであるからです。 

 ですから、私たちは何事についても恐れ

る必要はありません。イエス様と共に歩む

ことで、信仰的成功体験を積み上げてゆき

さえすればいいのです。ただ、そのために

私たちは何をしなければならないのでしょ

うか。一つには、失敗を恐れないというこ

とです。そして、もう一つは、自らの罪、

その罪深さをまっすぐに見つめるというこ

とです。イエス様と共に過ごすその時間に

おいて大切なことはこの二つのことだから

です。それは、信仰的な失敗というもの

は、私たちが失敗を恐れすぎるがゆえに起

こるものであり、同時に、その罪を誤魔化

そうとするところに生じるものでもあるか

らです。私たちがこの世の功績を求め、こ

の世での自信を深めようとするのは、まさ

にそれゆえのことだと思うのです。けれど

も、失敗を繰り返すしかないその私たちが

が終わりまで歩み続けることが赦されてい

るのは、その私たちとイエス様が共にいて

くださっているからです。ですから、イエ

ス様が私たちに求めることは、立派なすば

らしい信仰のあり方などではありません。

罪を見つめ、自信を失い、そういう失敗を

繰り返しながら味わい知る貧しい信仰で

す。それは、その私たちと共にあり、御許

へとお召しになるのが私たちの主イエス様

であるからです。まただから、ルターはそ

の自らの臨終の際に「私は乞食だ」と言っ

たのです。 

 私たちの罪は、この中間時においては、

私たちの内側にどこまでも離れず付きまと

っているものです。そういう意味で、私た

ちはどこまで行っても貧しい信仰しか持ち

得ないのです。ルターの言葉はそのことを

明らかにしてくれているのですが、けれど

も、その私たちから離れず、御許へとお召

しになるのがイエス様でもあるのです。私

たちにとっての今とは、ここに通じるもの

であり、それは、かつても、今も、そし

て、これからも、私たちの主イエス様が私

たちからひとときも離れることはないから

です。ですから、私たちの信仰とはここに

幸いを見出すものであり、それゆえ、この

幸いが私たちのこの交わりをさらに豊かで

喜び多いものとさせるのです。それゆえ、

そういう意味で、私たちは冒険心を失って

はならないのだと思います。ただし、この

冒険心とは、無謀さを意味するものではあ

りません。集団としても個人としても、そ

の弱さを深く自覚しつつ、この弱さと共に

あろうとすること、そして、勇気をもって

大海原に漕ぎ出すこと、私たちが見つめる

終わりとは、勇気をもって漕ぎ出すその先

に置かれているものでもあるからです。そ

して、ここに導くために、私たちと共にい

てくださっているのが私たちのイエス様で

あるのです。だから、失敗の数が多ければ

多いほど、私たちは共にあるイエス様を深

く深く知ることになるのです。その慰めと

励ましを受け、終わりまでを共に歩み続け

る私たちでありたいと思います。 

祈りましょう。 

 


